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平
成
27
年
度

南
砺
市
功
労
表
彰

一般表彰 （個人）一 般 表彰 （個人）

叙

　
　勲

◆
瑞
宝
双
光
章

　
　
河
合
　
　
（
福
野
）

　
　
　
　地
方
自
治
功
労

　
　
　
　元 

福
野
町
助
役

平
成
27
年
度
県
功
労
表
彰

　
青
山
　
三
郎
（
井
波
）

　
　
　科
学･

文
化
功
労

　
　
　彫
刻
家

　
　
　富
山
県
彫
刻
家
連
盟
委
員
長

　
石
崎
　
直
樹
（
福
光
）

　
　
　県
民
生
活
功
労

　
　
　南
砺
市
交
通
安
全
協
会
会
長

　
岡
田
　
繁
憲
（
福
野
）

　
　
　科
学･

文
化
功
労

　
　
　日
本
画
家

　
　
　元 

富
山
県
日
本
画
家
連
盟
委
員
長

　
楠
　
　
則
夫
（
井
波
）

　
　
　産
業
経
済
功
労

　
　
　元 

富
山
県
測
量
設
計
業
協
会
会
長

平
成
27
年
度

　県
教
育
功
労
表
彰

◆
学
校
教
育
功
労
者

　
寺
井
　
貞
次
（
福
野
）

　
　
　元 

県
立
図
書
館
長

◆
学
校
保
健
功
労
者

　
棚
田
　
昌
俊
（
福
光
）

　
　
　学
校
歯
科
医

◆
優
良
教
職
員

　
山
田
　
和
美
（
城
端
）

　
　
　南
砺
市
立
城
端
小
学
校
教
諭

　
松
川
　
真
弓
（
井
波
）

　
　
　南
砺
市
立
福
光
東
部
小
学
校
栄
養
教
諭

　
髙
桑
　
　
哲
（
城
端
）

　
　
　南
砺
市
立
福
野
中
学
校
教
諭

　
古
崎
　
裕
子
（
高
岡
市
）

　
　
　富
山
県
立
南
砺
福
野
高
等
学
校
教
諭

　
齊
藤
　
和
枝
（
福
野
）

　
　
　富
山
県
立
と
な
み
東
支
援
学
校
教
諭

◆
芸
術
文
化
功
労
者

　
大
西
　
正
隆
（
城
端
）

　
　
　城
端
曳
山
祭
保
存
会
会
長

平
成
27
年
度
生
活
環
境
改
善�

　功
労
者
環
境
大
臣
表
彰

　

　
浦
出
　
義
一
（
福
野
）

　
　
　南
砺
市
環
境
保
健
協
議
会
会
長

第
20
回

と
や
ま
国
際
草
の
根
交
流
賞

◆
個
人

　
高
輪
　
　
修
（
福
光
）

　
　
　南
砺
ラ
オ
ス
会
広
報
部
長

◆
団
体

　
南
砺
市
中
学
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

�

派
遣
実
行
委
員
会

　
に
ほ
ん
ご
広
場
な
ん
と

晴
れ
の
受
章
・

�

表
彰
者
の
み
な
さ
ん

�

（
敬
称
略
）

産業経済 社会福祉・保健衛生 職能･技能

橋場�光昭（城端）
土地改良区役員

榎木�富夫（井波）
人権擁護委員･保護司

小林�亀清（上平）
五箇山合掌造り家屋茅
葺替技術の保存･継承

教　育

齋藤　進（福野）
学校医（歯科）

北川�武史（福野）
学校医（歯科）

中尾�一彦（福野）
学校医（歯科）

寄　附

松川�孝則（井波）
私財寄附

吉田�洋太郎（福光）
美術品寄附

　
11
月
1
日（
日
）、福
野
庁
舎
講
堂
で「
平
成
27
年
度
南
砺
市
功
労
表
彰
式
」が
開
催
さ
れ
、市
勢

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
10
個
人
5
団
体
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、田
中
市
長
が「
豊
か
な
自
然
、歴
史
、文
化
、技
術
、伝
統
と
い
っ
た
世
界
に
誇
る
地

域
資
源
が
あ
る
南
砺
市
。そ
の
中
で
も
、何
よ
り
の
宝
は『
人
』で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
知
識
や
経

験
、技
術
を
発
揮
さ
れ
、真
摯
に
地
域
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
る『
志
民
』の
皆
さ
ま
こ
そ
が
、こ

れ
か
ら
の
南
砺
市
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
力
だ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
南
砺
市
の
宝
と

し
て
、市
民
の
皆
さ
ま
が
誇
り
と
希
望
を
持
っ
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、引
き
続

き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」と
功
績
を
称
え
、山
田
勉
市
議
会

議
長
、武
田
慎
一
県
議
会
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、五
箇
山
和
紙
の
表
彰
状
と
記
念
品
の
銀
杯
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

※敬称略
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一般表彰 （団体）

叙

　
　勲

◆
瑞
宝
双
光
章

　
　
河
合
　
　
（
福
野
）

　
　
　
　地
方
自
治
功
労

　
　
　
　元 

福
野
町
助
役

平
成
27
年
度
県
功
労
表
彰

　
青
山
　
三
郎
（
井
波
）

　
　
　科
学･

文
化
功
労

　
　
　彫
刻
家

　
　
　富
山
県
彫
刻
家
連
盟
委
員
長

　
石
崎
　
直
樹
（
福
光
）

　
　
　県
民
生
活
功
労

　
　
　南
砺
市
交
通
安
全
協
会
会
長

　
岡
田
　
繁
憲
（
福
野
）

　
　
　科
学･

文
化
功
労

　
　
　日
本
画
家

　
　
　元 

富
山
県
日
本
画
家
連
盟
委
員
長

　
楠
　
　
則
夫
（
井
波
）

　
　
　産
業
経
済
功
労

　
　
　元 

富
山
県
測
量
設
計
業
協
会
会
長

平
成
27
年
度

　県
教
育
功
労
表
彰

◆
学
校
教
育
功
労
者

　
寺
井
　
貞
次
（
福
野
）

　
　
　元 

県
立
図
書
館
長

◆
学
校
保
健
功
労
者

　
棚
田
　
昌
俊
（
福
光
）

　
　
　学
校
歯
科
医

◆
優
良
教
職
員

　
山
田
　
和
美
（
城
端
）

　
　
　南
砺
市
立
城
端
小
学
校
教
諭

　
松
川
　
真
弓
（
井
波
）

　
　
　南
砺
市
立
福
光
東
部
小
学
校
栄
養
教
諭

　
髙
桑
　
　
哲
（
城
端
）

　
　
　南
砺
市
立
福
野
中
学
校
教
諭

　
古
崎
　
裕
子
（
高
岡
市
）

　
　
　富
山
県
立
南
砺
福
野
高
等
学
校
教
諭

　
齊
藤
　
和
枝
（
福
野
）

　
　
　富
山
県
立
と
な
み
東
支
援
学
校
教
諭

◆
芸
術
文
化
功
労
者

　
大
西
　
正
隆
（
城
端
）

　
　
　城
端
曳
山
祭
保
存
会
会
長

平
成
27
年
度
生
活
環
境
改
善�

　功
労
者
環
境
大
臣
表
彰

　

　
浦
出
　
義
一
（
福
野
）

　
　
　南
砺
市
環
境
保
健
協
議
会
会
長

第
20
回

と
や
ま
国
際
草
の
根
交
流
賞

◆
個
人

　
高
輪
　
　
修
（
福
光
）

　
　
　南
砺
ラ
オ
ス
会
広
報
部
長

◆
団
体

　
南
砺
市
中
学
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

�

派
遣
実
行
委
員
会

　
に
ほ
ん
ご
広
場
な
ん
と

科学技術・学術・文化

南砺市いなみ国際木彫刻キャンプ
実行委員会（井波）

南砺市いなみ国際木彫刻キャンプを開催され、
地域文化の振興と地域の活性化に貢献された

劇団SCOT（利賀）

優れた舞台芸術を創造･発信され芸術文化の振興
発展に貢献された

国内･国際交流

福野小学校父母と教師の会（福野）

国際交流事業の実施に尽力され国際交流の推進に貢献された

南砺市日中友好教育会（福光）

国際交流事業の実施に尽力され国際交流の推進に
貢献された

城端国際交流協会（城端）

国際交流事業の実施に尽力され国際交流の推進に
貢献された

世界遺産
合掌造り集落保存

池端　滋（平）

世界遺産相倉合掌造り
集落保存財団理事長 等

北　博通（上平）

越中五箇山菅沼集落
保存顕彰会会長 等
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財
政
指
標
か
ら
見
る
南
砺
市

「
財
政
指
標
」と
は
、自
治
体
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る
た
め
の
指
標
で
す
。 

平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く
主
な
財
政
指
標
か
ら
、南
砺
市
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

NANTOくん
による分析

要注意

まずまず

いい感じ

何
を
表
す
？

　
標
準
的
な
行
政
を
行
う
の
に
必
要
な
経

費
を
、ど
れ
だ
け
市
税
等
の
収
入
で
ま
か
な

え
る
か
。

ど
う
見
る
？

　
数
値
が
１
に
近
い
ほ
ど
、自
分
で
調
達
で

き
る
財
源
の
割
合
が
高
い
。

※�

数
値
が
1
を
下
回
る
団
体
は
、普
通
交
付

税
が
支
給
さ
れ
る「
交
付
団
体
」と
な
る
。

南
砺
市
は
？

　
税
収
の
減
少
等
に
よ
り
、依
存
財
源（
国

や
県
の
配
分
に
よ
る
財
源
）に
頼
る
度
合
い

が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

何
を
表
す
？

　
毎
年
決
ま
っ
て
入
っ
て
く
る
収
入（
市
税・

地
方
交
付
税
な
ど
）が
、毎
年
決
ま
っ
て
出

て
行
く
支
出（
人
件
費・借
金
返
済
な
ど
）に

ど
れ
だ
け
充
て
ら
れ
て
い
る
か
。

ど
う
見
る
？

　
数
値
が
高
い
ほ
ど
、決
ま
っ
た
支
出
に
充
て
る

割
合
が
高
く
、一時
的
に
財
源
を
必
要
と
す
る
建

設
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
余
裕
が
な
く
な
る
。

南
砺
市
は
？

　
平
成
25
年
度
と
比
較
し
て
、除
排
雪
経
費
が
増

大
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
上
昇
し
ま
し
た
。職
員
数

の
適
性
化
や
公
共
施
設
の
再
編
な
ど
効
率
的
な
行

政
運
営
に
努
め
、一層
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
ま
す
。

何
を
表
す
？

　
普
通
会
計（
南
砺
市
の
場
合
、一
般
会
計

＋
バ
ス
事
業
特
別
会
計
）の
赤
字
が
、標
準

的
な
収
入
に
比
べ
て
ど
の
く
ら
い
の
大
き

さ
か
。

ど
う
見
る
？

　
数
値
が
高
い
ほ
ど
資
金
不
足
が
深
刻
で

あ
り
、収
入
確
保
や
支
出
削
減
が
必
要
と

な
る
。（
赤
字
の
場
合
、正
の
値
に
な
る
。）

南
砺
市
は
？

　
黒
字
決
算
の
た
め
、実
質
赤
字
比
率
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ち
な
み
に
、実
質
黒
字
比
率
は
7・4
5
％

（
H
25
：
6・9
2
％
）で
す
。

何
を
表
す
？

　
水
道
や
病
院
な
ど
の
公
営
事
業
を
含
む

全
会
計
の
赤
字
が
、標
準
的
な
収
入
に
比
べ

て
ど
の
く
ら
い
の
大
き
さ
か
。

ど
う
見
る
？

　
数
値
が
高
い
ほ
ど
資
金
不
足
が
深
刻
で

あ
り
、収
入
確
保
や
支
出
削
減
が
必
要
と

な
る
。（
赤
字
の
場
合
、正
の
値
に
な
る
。）

南
砺
市
は
？

　
黒
字
決
算
の
た
め
、連
結
実
質
赤
字
比

率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ち
な
み
に
、連
結
実
質
黒
字
比
率
は
25・

4
2
％（
H
25
：
24・2
2
％
）で
す
。

財
政
力
指
数

経
常
収
支
比
率

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

自
分
で
調
達
で
き
る

財
源
に
余
裕
は
あ
る
？

建
設
事
業
な
ど
に

取
り
組
む
余
裕
は
あ
る
？

赤
字
の
大
き
さ
は

ど
れ
く
ら
い
？

南
砺
市
全
体
の
赤
字
の

大
き
さ
は
ど
れ
く
ら
い
？

H25　　0.389
H24　　0.395

H25　　77.3％
H24　　84.4％

H25　赤字なし
H24　赤字なし

H25　赤字なし
H24　赤字なし

0.386

81.4％

赤字なし

赤字なし

要注意

要注意

いい感じ

いい感じ

Ｈ26富山県市町村
単純平均→0.548

75％程度→適正
80％以上→要注意

12.21～20％未満→黄信号
20％以上→赤信号

17.21～30％未満→黄信号
30％以上→赤信号
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何
を
表
す
？

　
標
準
的
な
収
入
が
、ど
れ
だ
け
借
金
返

済
に
充
て
ら
れ
て
い
る
か
。

ど
う
見
る
？

　
数
値
が
高
い
ほ
ど
、借
金
返
済
以
外
の
施

策
に
使
え
る
お
金
が
少
な
く
、他
の
経
費
を

節
約
し
な
い
と
赤
字
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

※�

18
％
を
超
え
る
団
体
は
、借
金（
地
方

債
の
発
行
）に
国
の
許
可
が
必
要
と
な

り
、25
％
を
超
え
る
団
体
は
地
方
債
の

発
行
が
制
限
さ
れ
る
。

南
砺
市
は
？

　
以
前
か
ら
返
済
期
限
前
の
借
金
返
済

を
行
っ
て
い
る
た
め
、返
済
す
べ
き
借
金
が

減
少
し
、毎
年
数
値
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、現
在
、公
共
施
設
の

大
規
模
改
修
等
を
進
め
て
お
り
、今
後
も

注
視
が
必
要
で
す
。

何
を
表
す
？

　
将
来
、必
ず
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
借

金・職
員
の
退
職
金
な
ど
の
負
債
が
、１
年

間
の
標
準
的
な
収
入
の
何
倍
あ
る
か
。

ど
う
見
る
？

　
数
値
が
高
い
ほ
ど
、将
来
財
政
が
圧
迫

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

南
砺
市
は
？

　
借
金
残
高
が
少
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、そ
の
返
済
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
貯
金
や
、返
済
を
国
が
補
う（
普
通
交

付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
）額
が
多
い
た

め
、将
来
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、以
前
か
ら
行
っ
て
い
た
返
済
期

限
前
の
借
金
返
済
も
数
値
低
下
の
要
因

で
す
。

何
を
表
す
？

　
病
院
や
水
道
、下
水
道
な
ど
の
公
営

企
業
会
計
の
資
金
不
足
額
が
、営
業
収
益

（
事
業
規
模
）に
比
べ
て
ど
の
く
ら
い
大

き
い
か
。

ど
う
見
る
？

　
数
値
が
高
い
ほ
ど
資
金
不
足
の
深
刻

度
が
高
く
、経
営
状
況
の
悪
化
を
意
味

す
る
。（
資
金
不
足
の
場
合
、正
の
値
に
な

る
。）　
　
　

南
砺
市
は
？

　
ど
の
公
営
企
業
会
計
も
資
金
不
足
で

は
な
か
っ
た
た
め
、資
金
不
足
比
率
は
あ

り
ま
せ
ん
。

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率

借
金
返
済
に

　追
わ
れ
て
な
い
？

将
来
の
財
政
は

　圧
迫
さ
れ
な
い
？

公
営
企
業
は
健
全
？

H25� 8.1％
H24� 10.1％

H25　　　−
H24　　　−

H25　　不足なし
H24　　不足なし

7.2％

将来負担なし

対象公営企業
会計不足なし

いい感じ

いい感じ

いい感じ

25～35％→黄信号
35％以上→赤信号

350％以上→黄信号

20％以上→黄信号

問
い
合
わ
せ

　財
政
課 

財
政
係（
福
野
庁
舎
）
　☎
�
2
0
3
0

※�

実
質
赤
字
比
率
、連
結
実
質
赤
字

比
率
、実
質
公
債
費
比
率
、将
来
負

担
比
率
は「
健
全
化
判
断
比
率
」と

い
い
、資
金
不
足
比
率
と
と
も
に
自

治
体
財
政
の
健
全
性
を
示
し
て
い

ま
す
。

【
健
全
化
判
断
比
率
】

　�

　
黄
信
号
の
値
は
、早
期
健
全
化

基
準
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。１
つ
で
も
早
期
健
全
化
基

準
を
超
え
る
と
財
政
状
況
が
悪
化

し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
、自
主
的
な

改
善
努
力
に
よ
る
財
政
健
全
化
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　�

　
赤
信
号
の
値
は
、財
政
再
生
基

準
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。１
つ
で
も
財
政
再
生
基
準
を

超
え
る
と
財
政
状
況
が
著
し
く
悪

化
し
て
お
り
、自
主
的
な
財
政
健
全

化
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、国

等
の
関
与
に
よ
り
確
実
な
財
政
再

生
が
図
ら
れ
ま
す
。

【
資�

金
不
足
比
率
】

　�

　
黄
信
号
の
値
は
、経
営
健
全
化

基
準
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。こ
の
基
準
は
健
全
化
判
断

比
率
に
お
け
る
早
期
健
全
化
基
準

に
相
当
し
ま
す
。
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個
人
番
号
カ
ー
ド
で
で
き
る
こ
と

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
が
必
要
な
様
々
な
場

面
で
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
カ
ー
ド
と
し

て
利
用
が
可
能
な
ほ
か
、住
基
カ
ー
ド
と
同
様

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

●
本
人
確
認
の
際
の
公
的
な
身
分
証
明
書

　
金
融
機
関
で
の
振
込
依
頼
の
際
な
ど
、公
的

な
身
分
証
明
書
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
増
え

て
い
ま
す
。運
転
免
許
証
等
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
利
用
可
能
で
す

　
住
基
カ
ー
ド
で
利
用
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
交
付

（
※
）は
、個
人
番
号
カ
ー
ド
で
も
利
用
可
能
で
す
。

※�

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
等
の
証
明
書

の
取
得
が
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。休
日・夜
間

も
利
用
可
能
で
、手
数
料
も
割
引
と
な
り
ま
す
。

●�

二
種
類
の
電
子
証
明
書
が
標
準
で
搭
載
さ

れ
ま
す

　
e-
T
a
x
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
電
子
申

請
に
利
用
す
る
署
名
用
の
電
子
証
明
書
に
加

え
、利
用
者
証
明
用
の
機
能
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
ら
二
つ
の
電
子
証
明
書
が
標
準
で
搭
載

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
時
に
発
行
を「
希
望
し
な
い
」に
さ
れ
る

と
、電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
基
カ
ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
同
時
所
有
は
で
き
ま
せ
ん

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
す
る
紙
製
の「
通
知
カ
ー
ド
」や
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載

し
た
住
民
票
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て
利
用
可
能
で
す
。発
行
済

み
の
住
基
カ
ー
ド
は
、券
面
に
記
載
さ
れ
た
期
限
ま
で
有
効
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、必
要
に
応
じ
て
個
人
番
号
カ
ー
ド
へ
切
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
書
は
、通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
平
成
27
年
11
月

中
旬
以
降
に
配
達
さ
れ
る
予
定
で
す
。個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、同
封
の
返
信
用
封
筒
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
の
申
請
も
可
能
で
す
。詳
細
は
、同
封
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
申
請
さ
れ
た
方
に
は
、平
成
28
年
1
月
以
降
に
交
付
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

行
政
セ
ン
タ
ー
で
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
1
月
か
ら

　個
人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
だ
よ
り

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
は
平
成
27
年
12
月
28
日
で
終
了
し
、平
成
28
年
1
月
4
日
か
ら
は
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。個
人
番
号
カ
ー
ド
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
I
C
チ
ッ
プ
付
き
で
、券
面
に

氏
名
、住
所
、生
年
月
日
、性
別
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）と
本
人
の
顔
写
真
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

vol.5

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

･
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
0
1
2
0
-9
5
-0
1
7
8（
通
話
料
無
料
）

　
平
　
　
日
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
10
時

　
土
日
祝
日
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分

･
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
内
閣
官
房
）

　http://w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.htm

l

　
問
い
合
わ
せ

　住
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
係（
井
波
庁
舎
）
　☎

2
0
0
8

個人番号カードのイメージ

表

裏

〈
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
る

�

電
子
証
明
書
の
違
い
に
つ
い
て
〉

署
名
用
の
電
子
証
明
書

　
e-

T
a
x
等
の
電
子
申
請
で
使
用
す
る

も
の
で
、「
作
成
・
送
信
し
た
電
子
文
書
が
、

あ
な
た
が
作
成
し
た
真
正
な
も
の
で
あ
り
、

あ
な
た
が
送
信
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」を

証
明
す
る
も
の
で
す
。

利
用
者
証
明
用
の
電
子
証
明
書

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
等
で
使
用
す
る
も
の
で
、

「
ロ
グ
イ
ン
し
た
方
が
、あ
な
た
で
あ
る
こ
と
」

を
証
明
す
る
も
の
で
す
。行
政
だ
け
で
な
く

民
間
で
の
利
用
も
可
能
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
に
利
活

用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

マイナンバー
キャラクター
マイナちゃん

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で

　
　手
続
が
便
利
に
！

　
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
や

市
営
住
宅
の
入
居
申
請
の
際

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、税
証
明
等
の

添
付
書
類
が
不
要
に
な
り
ま

す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入
し

て
も
ら
う
手
続
な
ど
の
詳
細

は
、広
報
な
ん
と
1
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
税
係
か
ら

申
告
は
簡
単
・
便
利
な

�

「
eエ

ルL
Tタ

ッ

ク

ス

A
X
」で
！

　
市
で
は
、電
子
申
告（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）の

利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。エ
ル
タ
ッ
ク
ス
は

地
方
税
の
手
続
き
な
ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
電
子
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
で

す
。従
来
の
紙
に
よ
る
提
出
と
比
べ
、自
宅

や
オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
地
方
税
の
申

告
が
で
き
る
た
め
、た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

○
利
用
で
き
る
手
続
き

税
　目

届
　出
　内
　容

個
人
市
県
民
税
給
与
支
払
報
告
書
お
よ
び
特
別

徴
収
に
係
る
各
種
届
出
書

法
人
市
民
税

各
種
申
告
書
お
よ
び
届
出
書

固
定
資
産
税

償
却
資
産
申
告
書 

問
い
合
わ
せ
　

　
㈳
地
方
税
電
子
化
協
議
会

　http://w
w
w
.eltax.jp/

　
☎
0
5
7
0

−

0
8
1
4
5
9

「
eイ
ー
タ
ッ
ク
ス

ｰ

T
a
x
」 で
確
定
申
告

　ｅ-
Ｔ
ａｘ
は
、自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
、申

請
・
届
出
等
が
で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で

す
。税
務
署
に
出
向
く
こ
と
な
く
手
続
き
を

行
う
こ
と
が
で
き
、添
付
書
類
の
提
出
・
提

示
の
省
略
が
可
能
で
す
。ま
た
、還
付
申
告
さ

れ
た
も
の
は
、還
付
金
を
3
週
間
程
度
で
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
に

�

ご
注
意
を
！

　ｅ-

Ｔａｘ
で
確
定
申
告
を
行
う
際
に
必
要

な
公
的
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
は
、平

成
28
年
１
月
か
ら「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」に
標

準
搭
載
さ
れ
ま
す
が
、電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
が
到
来
す
る
ま
で
は「
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
」が
利
用
で
き
ま
す
。「
個
人
番
号
カ

ー
ド
」の
交
付
申
請
が
集
中
し
た
場
合
、交
付

が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、確
定
申

告
を
控
え
た
時
期
に
有
効
期
限
が
到
来
す
る

方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。な
お
、「
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
」に
搭
載
さ
れ
た
電
子
証
明
書

は
、平
成
27
年
12
月
22
日（
火
）ま
で
、各
行
政

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
即
日
更
新
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は�  

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

 

で 

検
索

資
産
税
係
か
ら

家
屋
取
壊
し
、未
登
記
家
屋

取
引
時
に
は
届
出
を
！

　
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
1
月
1
日
現
在

の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。適
正

な
課
税
の
た
め
、次
に
該
当
す
る
方
は
、届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
建
物
を
取
壊
し
た
と
き

　
建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で
家
屋
を
取

壊
し
た
方
は「
家
屋
取
壊
し
届
」を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
さ
れ
な
い
場
合
、取
壊
し
た
建
物
に
引

き
続
き
課
税
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

◇
未
登
記
家
屋
を
取
引
し
た
と
き

　
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
売
買
、相
続

等
で
取
得
さ
れ
た
場
合
や
所
有
者
が
変
わ
っ

た
際
に
は
、「
未
登
記
家
屋
異
動
届
出
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。届
出
さ
れ
な
い
場

合
は
、旧
所
有
者
の
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

◇
提
出
先
　
税
務
課
、各
行
政
セ
ン
タ
ー

※�

届
出
書
は
窓
口
備
え
付
け
の
も
の
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
用
償
却
資
産
の

�

申
告
は
忘
れ
ず
に
！

　
法
人
や
事
業
主
の
方
は
、平
成
28
年
1
月

1
日
現
在
で
事
業
に
供
し
て
い
る
資
産
に
つ

い
て
、「
償
却
資
産
申
告
書
」を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
※
10�

kw
以
上
の
売
電
用
太
陽
光
発

電
設
備
の
所
有
者
も
対
象
に
な
り
ま
す
。）

◇
平
成
27
年
度
に
申
告
さ
れ
た
事
業
所

　
市
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告
書
に
、平
成
27

年
1
月
2
日
か
ら
平
成
28
年
1
月
1
日
ま

で
の
増
加
・
減
少
資
産
を
加
除
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
、増
減
の
な
い
場
合
も
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
新
た
に
申
告
さ
れ
る
事
業
所

　
税
務
課
に
必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限
　
平
成
28
年
2
月
1
日
㈪

▽
提
出
先
　
税
務
課
、各
行
政
セ
ン
タ
ー

※�

平
成
28
年
の
申
告
か
ら
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成

 27
年
度 

小
・
中
学
生
の

�

税
に
つ
い
て
の
優
秀
作
品

　
砺
波
税
務
署
・
南
砺
市
租
税
教
育
推
進

協
議
会
等
共
催

◇
小
学
生
習
字
の
部

　
金
　
賞
　
三
島
　
柚
乃（
城
端
小
5
年
）

　
　
　

◇
小
学
生
ポ
ス
タ
ー
の
部

　
金
　
賞
　
石
並
　
央
梨（
城
端
小
6
年
）

　
　
　

◇
小
学
生
標
語
の
部

　
金
　
賞
　
酒
田
　
真
衣（
福
光
中
部
小
6
年
）

　「
納
税
で
　
南
砺
の
く
ら
し

�

す
て
き
な
未
来
」

◇
中
学
生
ポ
ス
タ
ー
の
部

　
金
　
賞
　
岩
崎
　
惟（
井
波
中
3
年
）

　
　
　

問
い
合
わ
せ

　

　 

税
務
課 （
福
野
庁
舎
）
　☎

2
0
0
5
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問
い
合
わ
せ

　都
市
計
画
課�

建
築
住
宅
係（
福
光
庁
舎
）
　☎

2
0
2
2

～
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？
～

不
妊
治
療
を

受
け
て
お
ら
れ
る
方
へ

平
成
28
年
1
月
か
ら

○
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て

　�

　
連
帯
保
証
人
2
人
の
う
ち
1
人
は

市
内
在
住
者
し
か
認
め
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、2
親
等
以
内
の
親
族
で

も
可
能
と
し
ま
す
。

　�

市
内
に
親
戚
や
知
人
の
い
な
い
市

外
か
ら
移
住
さ
れ
る
方
の
入
居
が

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

○
同
居
要
件
の
緩
和

　�

　
入
居
率
の
低
い一
部
の
市
営
住
宅
に

限
り
、60
歳
以
下
の
単
身
者
で
も
入

居
可
能
と
な
り
ま
す
。

　【
今
回
対
象
と
な
る
住
宅
】

　
泉
沢
団
地
　
泉
沢
34
番
地（
城
端
）

　�

若
い
単
身
者
世
帯
の
定
住
を
促
し

ま
す
。

平
成
27
年
4
月
か
ら

○
子
育
て
世
帯
へ
の
優
遇
措
置
拡
大

　�

　
入
居
世
帯
の
所
得（
政
令
月
収
）が

15
万
8
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
が
入

居
資
格
で
す
。

　�

　「
未
就
学
児
童
の
い
る
世
帯
」の
政

令
月
収
の
条
件
を
21
万
4
千
円
ま
で

拡
大
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
を「
18

歳
以
下
の
子
供
を
扶
養
す
る
世
帯
」

に
改
め
ま
し
た
。

　�

高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
優
遇
措
置

を
継
続
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
D
V
被
害
者
を
保
護
し
ま
す
。

　�

　
D
V
法
の
改
正
に
伴
い
、生
活
を

共
に
す
る
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力
等

に
よ
る
被
害
を
受
け
た
方
で
も
市
営

住
宅
に
入
居
申
込
み
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　�

こ
れ
ま
で
は「
婚
姻
関
係
の
あ
る

D
V
被
害
者
だ
け
」が
対
象
で
し
た
。

対
象
に
な
る
治
療

　
体
外
受
精
、顕
微
授
精
な
ど
の
特
定
不
妊

治
療
、一
般
的
な
不
妊
治
療
や
男
性
の
検

査・治
療
も
含
み
ま
す
。

対
象
と
な
る
夫
婦
の
要
件

・
婚
姻
届
を
提
出
し
て
い
る
夫
婦
で
あ
る
こ
と

・�

日
本
国
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
治
療
を

行
っ
て
い
る
こ
と

・�

不
妊
治
療
を
開
始
し
た
日
の
1
年
以
上

前
か
ら
市
に
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る

夫
婦
で
あ
る
こ
と

・�

国
民
健
康
保
険
法
、健
康
保
険
法
そ
の
他

の
規
定
に
よ
る
医
療
保
険
法
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と

・�

助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
お
よ
び
同
一

世
帯
家
族
が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

助
成
対
象
期
間

　
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
年
度
を

1
年
と
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

①�

不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付
申
請
書
兼

請
求
書（
様
式
第
1
号
）

②�
不
妊
治
療
費
医
療
機
関
受
診
証
明
書

（
様
式
第
2
号
）

　�（
受
診
し
た
医
療
機
関
で
作
成
し
て
も
ら
い

提
出
願
い
ま
す
）

③�

領
収
書（
医
療
機
関
ま
た
は
薬
局
の
領
収

書
の
原
本
）

④
被
保
険
者
証
の
写
し

⑤�

富
山
県
不
妊
治
療
費
助
成
決
定
通
知
書

（
県
の
助
成
を
受
け
た
方
）

⑥
印
鑑

※�

①
お
よ
び
②
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
期
限

・�

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の

末
日
ま
で
と
し
ま
す
。

・�

治
療
終
了
後
、で
き
る
だ
け
速
や
か
に

申
請
願
い
ま
す
。

・�

年
度
の
末
日
ま
で
に
申
請
で
き
な
い
場
合

は
、3
月
31
日
ま
で
に
左
記
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

申
込
及
び
問
い
合
わ
せ

　福
光
保
健
セ
ン
タ
ー
　☎

1
7
6
7

　
市
で
は
、子
を
持
つ
こ
と
を
希
望
し
不
妊
治
療
を
受
け
て

お
ら
れ
る
夫
婦
に
対
し
、そ
の
治
療
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を

1
年（
年
度
）に
つ
き
上
限
30
万
円
を
限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

　
市
営
住
宅
は
、
収
入
等
の
入
居
要
件
に
該
当
す
る
方

に
対
し
て
、
低
廉
な
家
賃
で
提
供
す
る
住
宅
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
よ
り
入
居
し
や
す
い
よ
う
、
規
則
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

市
営
住
宅
の
入
居
要
件
が

一
部
変
わ
り
ま
す
。
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問い合わせ 　エコビレッジ推進課（福野庁舎）　☎2050

「続けるチカラ　続くチカラ」
　早朝強い雨音で目覚めたが、会場に着く頃には雲ひとつない青空が広がっ
た今年の第12回南砺菊まつり開会式の日。旧福野町時代から数えると37回
目、同時開催の北陸菊花展は、なんと50回目の節目を迎えた。堂々とした大輪
の菊、スプレー菊などに1年をかけた愛好家の皆さんの努力と汗が見える。
　そして白川郷・五箇山世界遺産登録は20周年。屋根の材料である小茅の植
栽や基調講演などを行った。五箇山の子供たちが「私たちが五箇山を守り続
けます」とメッセージを発表してくれた。

　先日、所属する「砺波ライオンズクラブCN50周年記念式典・祝宴」を終えることができた。先人たちの地域への愛、
奉仕の絆を次代に繋ぐことを誓った。
　また、今年は劇団SCOTの活動が始まり50年、本拠地を利賀に移して40年。スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールドは25年。
4年毎に開催の南砺市いなみ国際木彫刻キャンプは24年目の節目の年だった。
　南砺市が合併して11月1日で12年目に入ったが、旧町村からの事業を盛り上げるためには市民の皆さんの熱い想
いと行動力がなくてはできない。そして世代を繋いでいかなくては長く続かない。南砺市の持つ「自然、歴史、伝統、文
化、食」を過去から受け継ぎ、未来へ繋げるのは今を生きる私たちヒトである。「続けるチカラ」に新たなイノベーション
を重ねながら「続くチカラ」に変えて守り育てていかなくてはならない。

田中市長の

エコビレッジ
コラム

軽トラ市を開催しました！
　　地域の賑わいづくりに貢献することを目的として10月
24日(土)・25日(日)にヨッテカーレ城端前(城端サービスエ
リア内)で軽トラ市を開催しました。両日とも天候に恵まれ、

多くのお客さんで賑わいました。高速道路に隣接していることもあ
り、県外からのお客さんも多く、南砺の新鮮な農産物をアピールする
絶好の機会となりました。軽トラの荷台には、柿、
さつま芋、かぼちゃなどの様々な農産物が並べら
れ、収穫の秋を存分に感じることができました。
　エコビレッジ推進課では、来年度以降の開催に
向けて出店希望者を随時募集しています。興味
のある方はエコビレッジ推進課までお気軽にご
連絡ください！

平成 27年度生活環境改善功労者環境大臣表彰を受賞された
南砺市環境保健協議会会長の浦出義一氏（写真右）が、工藤
副市長に喜びの受賞報告をされました。
浦出氏は、平成 14 年に旧福野町で保健衛生協議会の会長

に就任。合併後は、南砺市環境保健協議会の設立に尽力され、
現在も同会の会長として活動されています。この間、地域の
環境保全や環境衛生の分野において大きく貢献されました。
また、地球温暖化防止活動推進員として、市内の小中学校で
地球温暖化の防止に関する講演活動を行うなど、子どもたち
への環境教育にも力を入れて取り組まれています。
今回の受賞を契機に、今後もますますご活躍されることを

心からお祈り申し上げます。

浦出義一氏が環境大臣表彰を受賞！
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城
端
市
街
地
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
た「
第

7
回
南
砺
市
駅
伝
競
走
大
会
」。市
内
外
か

ら
参
加
し
た
54
チ
ー
ム
2
7
0
名
の
選
手
た

ち
が
、城
端
市
街
地
に
設
け
ら
れ
た
コ
ー
ス
を

爽
や
か
に
疾
走
。懸
命
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
姿

に
沿
道
で
見
守
る
観
客
か
ら
温
か
な
声
援
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　 紀
の
国

わ
か
や
ま
大
会

 

で
の
活
躍
を
報
告

【紀の国わかやま大会入賞結果】
片岸　勉さん（福光）　水泳競技　25ｍ背泳ぎ：優勝、25ｍ自由形：2位
山田睦海さん（城端）　陸上競技　ソフトボール投：3位、ジャベリックスロー：4位
荒山晟允さん（福光）　卓球競技　一般卓球：3位

　
第
15
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
紀

の
国
わ
か
や
ま
大
会
」に
出
場
し
、3
競
技

5
種
目
で
見
事
に
入
賞
さ
れ
た
3
名
の
選

手
が
福
野
庁
舎
を
訪
問
し
、工
藤
副
市
長

に
喜
び
の
報
告
。工
藤
副
市
長
は「
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
日
頃
の
努
力
と
練
習
の

成
果
が
実
り
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら

れ
た
こ
と
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
」と
称
え
、

3
選
手
の
労
を
労
い
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の

南
砺
路
を
駆
け
る

冬
期
の
ご
み
出
し
、年
末
年
始
の
ご
み・

し
尿
収
集
の
休
止
期
間
の
ご
案
内

●年末年始のごみ・し尿収集休止期間
・ごみ
地域 休止期間 処理施設

城　端 12/31（木）～1/3（日）
南砺リサイクルセンター
☎ 62-4710
12/29（火）～1/3（日）

平・上平 12/30（水）～1/3（日）
井　口 12/29（火）～1/3（日）
福　光 12/30（水）～1/3（日）
利　賀 12/30（水）～1/3（日） クリーンセンターとなみ

☎ 32-5648
12/29（火）～1/3（日）

井　波 12/31（木）～1/3（日）
福　野 12/31（木）～1/3（日）
・し尿
地域 休止期間 収集業者

城端・井口 12/29（火）～1/4（月） 実研工業 ☎ 62-0408
平・上平

12/29（火）～1/4（月） 日環サービス
 ☎ 22-2922利賀・福野

福　光
井　波 12/29（火）～1/4（月） 庄川井波衛生工業

 ☎ 82-1164

 10　 /25㈰

 10　 /28㈬

【大会結果】
◆小学生男子の部（5区間8㎞）
　1位 A・C・TOYAMA Jrボーイ（富山市）
　2位 T・Sダッシュ（砺波市）
　3位 T・Sジュニア（砺波市）
◆小学生女子の部（5区間8㎞）
　1位 婦中ジュニアA・C（富山市）
　2位 A・C・TOYAMA Jr （富山市）
　3位 ふくの陸上レッツ
◆中学男子の部（6区間20・2㎞）
　1位A・C・TOYAMA Jr （富山市）
　2位 チーム速星（富山市）
　3位 城端中学校 不撓不屈

◆中学女子の部（5区間10・1㎞）
　1位 富山市選抜
　2位 A・C・TOYAMA Jr （富山市）
　3位 城端中学校 不撓不屈
◆高校一般男子の部（6区間20・2㎞）
　1位 城端陸協Ａ、2位 城端陸協B
◆高校一般女子の部（5区間10・1㎞）
　1位 Dream Team +（城端）

左から
荒山さん、
片岸さん、
工藤副市長、
山田さん

　
冬
期
間
の
ご
み
収
集
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・�

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
で
の
路
上
駐
車
は
絶
対
に

止
め
ま
し
ょ
う
。

・�

ご
み
袋
が
雪
の
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

吹
雪
や
大
雪
の
際
に
収
集
作
業
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
次
の
収
集
日
を
待
っ
て
か
ら
ご
み

を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

冬
期
間
は
天
候
に
よ
り
収
集
時
間
が
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、道
路
の
狭
い
箇
所
で
は
収
集
作
業
で
交
通
障
害
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
理
解
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※ 

不
燃
･
資
源
ご
み
に
つ
い
て
、冬
期
間
の
収
集
を
休
止
す
る
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�

●
冬
期
間
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ

　エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
課（
福
野
庁
舎
）

　☎

2
0
5
0
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● 作り方
①   こんにゃく、にんじんは長さ3㎝の薄い短冊

切りにし、それぞれゆでる。さやいんげんは
筋を取り、塩ゆでし、斜め細切りにする。

②   だし汁にしょうゆ、砂糖を加え、火にかけ、
煮立ったら①を煮て、そのまま冷ます。

③   豆腐（1/2丁）、白ごま（大さじ2）、砂
糖（大さじ2）、塩（小さじ1/2）、しょう
ゆ（小さじ1）を混ぜ合わせて和え衣
を作り、汁気を切った②と和える。

☞食育推進のポイント④減塩－1
　塩分の摂りすぎは高血圧を招き、脳梗塞、心筋梗塞などを引き起こす原因となります。胃がんのリ
スクも高めるので、日頃から塩分を意識して減らすことはとても重要です。日本では漬物やみそ汁な
ど、伝統的に「塩味」が好まれており、成人1人あたりの1日の平均食塩摂取量は10g以上です。「日
本人の食事摂取基準（2015年版）」では、男性8g/日未満、女性7g/日未満を目標値としています。

食生活改善推進協議会福光支部　吉田　百子さん

にんじんと
　こんにゃくの白和え

● 材  料（4人分）
にんじん ………… 40g
板こんにゃく … 1/2枚
さやいんげん …4～5本

出し汁 ………… 150cc
しょうゆ …… 小さじ1
砂糖……… 小さじ1/3

　10月25日（日）、井波総合文化センターで
第9回なんと国際交流フェスティバルが開催
されました。各国のブース、伝統舞踊や音楽
の披露、ブラジル料理の教室、そして自分が
出演するFMとなみの“Bagels and Green 
Tea”の公開収録などが行われました。
　アメリカと日本の日常生活について語り合う

“Bagels and Green Tea”の収録を行う
際、通常は国際交流員を1人ゲストに招いて、
FMとなみパーソナリティの古井裕人さんと
3人で語り合いますが、今回はALTの2人が
共演。「はじめて日本に来て驚いたこと」をテーマに、全員アメリカ人なのに様々な意見、
感想、発見があり、とても盛り上がりました。
　異文化理解を深めるために外国に住むことは当然一番いい手段ですが、外国人の友
達づくりからはじめてみるのもオススメです。県内在住の外国人は英語圏の方ばかりで
はありません。街中で見かけるけれど、どう話しかければいいか戸惑うこともしばしばな

のではないでしょうか。皆さんが、市内や県内の国際交流イベントへの参加を通して、外国人との交流を深め、異文化への
理解を深められることを願っています。

Ⅴ私の　
南砺市
滞在記●

南砺市国際交流員

 G
芸武(ゲイブ)

abe  B
ベッカーマン

eckerman

～なんと国際交流
 フェスティバル～

食育キャラクター

ほたるいか博士 しゃもじい

～朝食メニュー
� のご紹介～

!!育応援食

Bagels and Green Tea公開収録

【一人分の栄養価】
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量
78kcal 3.4g 3.9g 8.5g 1.1g

　宝くじの社会貢献広報を目的に、宝くじ受託事業収入
を財源として（一財）自治総合センターが実施している「コ
ミュニティ助成事業」の助成を受けて、平成27年度に備品
の整備を行った八塚自治会の取り組みをご紹介します。
　福野地域の八塚自治会では、地区の伝統行事をさらに盛
り上げようと、獅子舞衣装や小道具等を新調されました。
　今年で137年目を迎える八塚自治会の獅子舞奉納は、子
どもからお年寄りまでが参加して地域全体で継承されてお
り、地域活力の向上とともに、世代間交流によって地域の
つながりを深める大切な行事となっています。
　今回新調された獅子舞衣装や小道具等は、10月4日（日）の秋季大祭で披露されました。今後、次世代を担う子どもた
ちの健全育成や地域活力のさらなる向上につながることが期待されます。

コミュニティ助成で獅子舞衣装や小道具を新調！

問い合わせ 　地方創生推進課�（福野庁舎）　☎2002
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全
国
各
地
の
木
曽
義
仲
・
巴
連
携
団

体
や
義
仲
・
巴
に
ゆ
か
り
の
あ
る
自
治

体
関
係
者
、フ
ァ
ン
な
ど
大
勢
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
た
本
大
会
。正
し
く
新
し

い
義
仲
・
巴
像
の
築
き
上
げ
、各
地
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
義
仲
と
巴
へ
の
想

い
の
結
集
、義
仲
・
巴
の
大
河
ド
ラ
マ
化

の
実
現
な
ど
、全
国
大
会
開
催
の
趣
旨

を
確
認
。福
光
駅
前
で
は
、巴
御
前
石
碑

除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
、石
井
隆
一
県
知

事
が
就
任
以
来
初
め
て
手
が
け
た
揮
毫

に
よ
る「
巴
御
前
終
焉
の
地
」と
記
さ
れ

た
石
碑
の
除
幕
が
行
わ
れ
、駅
前
に
集

っ
た
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、作
家
の
諸
田
玲
子
氏
に
よ
る

「
歴
史
の
中
の
女
た
ち
」と
題
し
た
記
念

講
演
が
行
わ
れ「
も
し
私
が
巴
御
前
を

描
く
機
会
が
あ
る
な
ら
、こ
れ
か
ら
の
新

し
い
女
性
像
、今
ま
で
の
歴
史
で
は
語
ら

れ
て
来
な
か
っ
た
義
仲
と
巴
の
新
し
い

物
語
を
書
き
た
い
」と
述
べ
、会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　
陸
前
高
田
市
の
戸
羽
太
市
長
に
よ
る

「
被
災
当
時
の
状
況
と
復
興
の
現
状
に

つ
い
て
」と
題
し
た
南
砺
市
防
災
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、約
半
数
の
家
屋
が
津
波

に
飲
み
込
ま
れ
る
ほ
ど
の
壊
滅
的
な
被

害
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、当
時
予
測
さ
れ

て
い
た
被
害
想
定
を
鵜
呑
み
に
し
て
い

た
こ
と
が
被
害
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
と

し
、想
定
を
超
え
た
事
態
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
な
普
段
か
ら
の
災
害
に
対
す
る

備
え
の
重
要
性
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、家
に
帰
れ
ば
家
族
が
い
る
と
い

う『
当
た
り
前
』を
一
瞬
に
し
て
奪
い
去

る
災
害
の
怖
さ
に
触
れ
、『
当
た
り
前
』の

こ
と
が
ど
れ
だ
け
幸
せ
か
と
い
う
こ
と

に
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
述
べ
、「
一
つ
で

も
ル
ー
ル
を
決
め
て
お
く
と
迷
い
が
無

く
な
る
」と
し
、災
害
が
発
生
し
た
時
の

待
ち
合
わ
せ
る
場
所
を
決
め
て
お
く
な

ど
、家
族
間
で
ル
ー
ル
を
作
っ
て
お
く
よ

う
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

陸
前
高
田
市
が
目
指
す『
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の
い
ら
な
い
ま

ち
づ
く
り
』の
実
現
に
つ
い
て
熱
く
語
ら

れ
、約
1
3
0
名
の
参
加
者
が
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

第
11
回
木
曽
義
仲・巴
ら
勇
士
讃
え
る
会

全
国
連
携「
富
山
大
会
」��

10
月
17
日
㈯

陸
前
高
田
市
長
が
語
る�

10
月
25
日
㈰

�

「
被
災
当
時
の
状
況
と
復
興
の
現
状
」�

　
午
前
中
、タ
カ
ン
ボ
ー
ス
キ
ー
場
で
小
茅
の
植
栽
と
刈
り

取
り
が
行
わ
れ
、地
元
の
小
中
学
生
、相
倉
・
菅
沼
両
集
落
の

住
民
、趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た
一
般
参
加
者
な
ど
約
1
0
0
名

が
参
加
。午
後
か
ら
は
、春
光
荘
で
東
京
大
学
の
西
村
幸
夫

教
授
に
よ
る「
こ
れ
か
ら
の
世
界
遺
産
・
五
箇
山
の
保
存
と

活
用
の
あ
り
方
」と
題
し
た
記
念
講
演
や
、地
元
の
上
平
小

学
校
6
年
生
児
童
に
よ
る
発
表「
未
来
へ
つ
な
げ
！
私
た
ち

の
五
箇
山
」な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。児
童
15
名
に
よ
る
コ

ミ
カ
ル
な
寸
劇
と
ク
イ
ズ
を
交
え
て
の
合
掌
造
り
集
落
の

歴
史
・
技
術
・
文
化
の
解
説
、地
域
と
住
民
へ
の
感
謝
と
五

箇
山
を
護
り
つ
な
い
で
い
こ
う
と
い
う
熱
い
思
い
の
発
表

に
、会
場
は
拍
手
喝
采
。続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、両
集
落
住
民
や
移
住
者
の
視
点
か
ら
見

る
現
状
や
課
題
を
探
り
、地
域
の
宝
そ
し
て
誇
り
で
も
あ
る

五
箇
山
合
掌
造
り
集
落
を
後
世
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
の

積
極
的
で
建
設
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

世
界
遺
産
登
録
20
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
わ
れ
ら
が
つ
な
ぐ
合
掌
文
化
」�

10
月
24
日
㈯

？？？

！
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五
箇
山
合
掌
の
里
で
開
催
さ
れ
た
式

典
に
は
、石
井
県
知
事
を
は
じ
め
、多
数

の
来
賓
、地
域
住
民
が
参
加
。記
念
す
べ

き
20
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、世
界
に

誇
る
合
掌
造
り
集
落
を
次
世
代
に
つ
な

い
で
い
く
た
め
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
石
井
知
事
と
田

中
市
長
が
あ
い
さ
つ
。田
中
市
長
は「
世

界
遺
産
五
箇
山
合
掌
造
り
集
落
の
価
値

と
心
を
つ
な
い

で
い
く
こ
と
が

重
要
。日
本
の

伝
統
文
化
、
誇

り
と
し
て
の
魅

力
を
発
信
し
て

い
き
た
い
」
と

力
強
く
意
気
込

み
を
語
り
ま
し

た
。越
中
五
箇

山
麦
屋
節
保

存
会
に
よ
る
長

麦
屋
節
の
披
露

で
祝
福
ム
ー
ド

が
高
ま
る
中
、

ス
テ
ー
ジ
上
で

鏡
開
き
が
行
わ

れ
、
来
場
者
全

員
で
乾
杯
。さ

ら
に
フ
ラ
ン
ス

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

地
方
に
伝
わ
る
サ
ー
ベ
ル
を
用
い
て

シ
ャ
ン
パ
ン
を
開
栓
す
る「
サ
ブ
ラ
ー
ジュ
」

の
親
睦
団
体「
サ
ー
ブ
ル
ド
ー
ル
騎
士

団
」日
本
支
部
の
皆
さ
ん
が
式
典
に
華

を
沿
え
、記
念
す
べ
き
節
目
を
祝
い
、喜

び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　
福
光
庁
舎
の
議
場
で
開
催
さ
れ
た
女

性
議
会
最
終
日
の
本
会
議
。14
名
の
女

性
議
員
と
田
中
市
長
、山
田
市
議
会
議

長
、工
藤
副
市
長
や
市
当
局
各
部
局
長
・

次
長
ら
が
出
席
し
、市
政
一
般
に
対
す

る
質
問
な
ら
び
に
7
月
22
日（
水
）か
ら

1
1
1
日
に
わ
た
る
会
期
中
に
討
議
さ

れ
た
各
常
任
委
員
会
の
委
員
長
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。女
性
団
体
連
絡
協
議

会「
さ
わ
や
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
、生
活

者
や
女
性
の
視
点
か
ら
提
言
を
行
う
こ

と
に
よ
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的

に
開
催
し
て
お
り
、7
月
22
日（
水
）以

降
、総
務
文
教
・
民
生
病
院
・
産
業
建
設

の
3
つ
の
常
任
委
員
会
ご
と
に
、市
内

各
施
設
な
ど
で
の
現
地
学
習
や
視
察
研

修
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。本
会
議
で

は
、公
共
施
設
の
半
減
目
標
達
成
の
た
め

の
施
策
、交
通
安
全
を
考
え
た
道
路
標

識
、充
実
し
た
保
育
園
運
営
の
た
め
の
人

材
確
保
、人
口
減
少
問
題
、充
実
し
た
介

護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
、孤
立
す
る
若
者
の

自
立
支
援
、土
木
工
事
に
関
す
る
女
性

目
線
で
の
疑
問
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
貴

重
な
提
言
を
い
た
だ
き
、全
質
問
に
対
し

田
中
市
長
や
関
係
部
局
長
ら
が
答
弁
を

行
い
ま
し
た
。

五
箇
山
合
掌
造
り
集
落
世
界
遺
産

登
録
20
周
年
記
念
式
典��

10
月
30
日
㈮

第
7
回
南
砺
市
女
性
議
会
本
会
議�

�
�

11
月
9
日
㈪

　
井
波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、プ
ロ

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
鈴
木
明
子
さ
ん

を
講
師
に
招
い
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

「
夢
を
掴
む
ま
で
」と
題
し
、約
5
0
0
名

の
来
場
者
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、週
1
回
の
習
い
事
か
ら

始
め
た
ス
ケ
ー
ト
人
生
、大
学
時
代
に

発
症
し
た
摂
食
障
害
に
よ
る「
空
白
の

1
年
」、母
親
や
恩
師
の
長
久
保
裕
コ
ー

チ
の
助
言
・
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
復
帰
を

果
た
す
ま
で
の
過
程
、さ
ら
に
念
願
の

バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
出
場
か
ら
ソ
チ
五

輪
後
の
競
技
引
退
ま
で
の
経
緯
を
紹

介
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
人
を
魅
了
す

る
の
は
、短
い
競
技
時
間
に
全
て
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
か
ら
。選
手
の
覚
悟
や

一
生
懸
命
さ
が
人
の
心
を
打
ち
、感
動

が
生
ま
れ
る
」と
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
に
限

ら
ず
、何
事
に
も
努
力
が
必
要
。チ
ャ
ン

ス
を
掴
め
る
の
は
日
々
準
備
し
、努
力

を
積
み
重
ね
て
い
る
人
」、「
限
り
あ
る

人
生
だ
か
ら
こ
そ
頑
張
れ
る
し
、一
生

懸
命
に
な
れ
る
。夢
を
持
ち
続
け
、口
角

を
あ
げ
て
笑
顔
で
前
向
き
に
過
ご
す
気

持
ち
を
、少
し
で
も
い
い
か
ら
持
ち
続

け
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
語
り
か
け
ま

し
た
。

「
夢
を
掴
む
ま
で
」�

�

11
月
15
日
㈰

︱
第
2
回
市
民
大
学
講
演
会
︱
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　利賀そばの郷広場で開催された「ど～んと利賀の山祭
り」。旬の「新そば」や豊富な山の幸を堪能できる「利賀の
味の紹介コーナー」、芸術の秋を彩る山のオブジェ、利賀
伝統の民謡披露、岩魚手づかみ体験など、盛りだくさん
の内容で、会場周辺は大賑わい。
　山祭り恒例の「石かち」行事の再現には大勢の来場者
が参加。「石かち音頭」のリズムに合わせ、高さ約11ｍ、
重さ約1tの撞

しゅ
木
もく
を4方向から引き上げ、特有の「ド～ン!

ド～ン!!」という重厚な音を会場内に響きわたらせてい
ました。

　例年、この時期に行われている相倉･菅沼の両合掌造
り集落の集落保全活動の原点とも言える茅刈り作業。今
年も大阪府に本社を置く（株）クイックや中日本高速道路
の社員の皆さん、一般有志ボランティアや地元南砺平高
校の生徒の皆さんが参加し、五箇山合掌造り集落の屋根
材となるコガヤの刈り取り作業に汗を流されました。大
勢の方々の熱い思いと、献身的な参加協力により、世界
遺産五箇山合掌造り集落が次世代へとつながれていき
ます。

　井口地域で「第14回丹波黒大豆枝豆収穫大会」
開催。両日ともに朝早くから大勢の来場者が訪れ、
井口丹波黒大豆出荷組合の塚田久俊組合長が「ツ
ブが大きく、色もツヤツヤで『超』の字がつくほどの
上々の出来」と太鼓判を押すほどに、たわわに実った
枝豆収穫を満喫。刈り取り作業や、収穫後の束から
枝豆を摘み取る「サヤもぎ」作業に勤しむ来場者で
賑わう会場内には、お子さん連れの方々も多く、ご家
族そろって実りの秋を存分に満喫されていました。

重厚な「石かち」の
� 音が響くそばの郷

�� 10/24土・25日

なんとのひろば
実りの秋､井口特産の
枝豆を収穫� 10/17土、18日

合掌造り集落の
保全活動協力に感謝�

10月下旬～11月上旬
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